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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月25日(2016.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＦＭステレオ放送のステレオ和信号のパワースペクトル分布に基づき、スペクトルマス
キング効果に対応したステレオ差信号の各周波数の重み付け係数を生成する生成部と；
　前記ステレオ差信号の時間周波数変換結果に前記重み付け係数を用いて重み付けを行っ
た結果に周波数時間変換した変換結果及び前記ステレオ和信号に基づき、再生用レフトチ
ャンネル信号及び再生用ライトチャンネル信号を算出する算出部と；
　を備えることを特徴とするノイズ低減装置。
【請求項２】
　前記生成部は、
　　各周波数成分のパワーが、他の周波数成分のパワー及び予め定められたマスキング曲
線算出パラメータに基づいて算出される前記他の周波数成分に対応するマスキング曲線に
より決定されるマスキング範囲内であるかの判定を行い、
　　前記判定の結果が否定的であった周波数成分には、重み付け係数を「１」とする、
　ことを特徴とする請求項１に記載のノイズ低減装置。
【請求項３】
　前記生成部は、前記判定の結果が肯定的であった周波数成分には、重み付け係数を「０
」とする、ことを特徴とする請求項２に記載のノイズ低減装置。
【請求項４】
　前記生成部は、前記判定の結果が肯定的であった周波数成分には、重み付け係数の生成
対象の周波数成分のパワーと、前記生成対象の周波数成分の周波数における前記マスキン
グ曲線の値との相違量に基づいて、重み付け係数の値を生成する、ことを特徴とする請求
項２に記載のノイズ低減装置。
【請求項５】
　ＦＭステレオ放送波の受信結果に基づいて、ステレオ和信号及びステレオ差信号を生成
する受信処理部と；
　請求項１～４のいずれか一項に記載のノイズ低減装置と；
　を備えることを特徴とする放送受信装置。
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【請求項６】
　ＦＭステレオ放送を受信する放送受信装置が有し、生成部と、算出部とを備えるノイズ
低減装置に使用されるノイズ低減方法であって、
　前記生成部が、前記ＦＭステレオ放送のステレオ和信号のパワースペクトル分布に基づ
き、スペクトルマスキング効果に対応したステレオ差信号の各周波数の重み付け係数を生
成する生成工程と；
　前記算出部が、前記ステレオ差信号の時間周波数変換結果に前記重み付け係数を用いて
重み付けを行った結果に周波数時間変換した変換結果及び前記ステレオ和信号に基づき、
再生用レフトチャンネル信号及び再生用ライトチャンネル信号を算出する算出工程と；
　を備えることを特徴とするノイズ低減方法。
【請求項７】
　ＦＭステレオ放送を受信する放送受信装置が有するノイズ低減装置が備えるコンピュー
タに、請求項６に記載のノイズ低減方法を実行させる、ことを特徴とするノイズ低減プロ
グラム。
【請求項８】
　ＦＭステレオ放送を受信する放送受信装置が有するノイズ低減装置が備えるコンピュー
タにより読み取り可能に、請求項７に記載のノイズ低減プログラムが記録されている、こ
とを特徴とする記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項１に記載の発明は、ＦＭステレオ放送のステレオ和信号のパワースペクトル分布
に基づき、スペクトルマスキング効果に対応したステレオ差信号の各周波数の重み付け係
数を生成する生成部と；前記ステレオ差信号の時間周波数変換結果に前記重み付け係数を
用いて重み付けを行った結果に周波数時間変換した変換結果及び前記ステレオ和信号に基
づき、再生用レフトチャンネル信号及び再生用ライトチャンネル信号を算出する算出部と
；を備えることを特徴とするノイズ低減装置である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項６に記載の発明は、ＦＭステレオ放送を受信する放送受信装置が有し、生成部と
、算出部とを備えるノイズ低減装置に使用されるノイズ低減方法であって、前記生成部が
、前記ＦＭステレオ放送のステレオ和信号のパワースペクトル分布に基づき、スペクトル
マスキング効果に対応したステレオ差信号の各周波数の重み付け係数を生成する生成工程
と；前記算出部が、前記ステレオ差信号の時間周波数変換結果に前記重み付け係数を用い
て重み付けを行った結果に周波数時間変換した変換結果及び前記ステレオ和信号に基づき
、再生用レフトチャンネル信号及び再生用ライトチャンネル信号を算出する算出工程と；
を備えることを特徴とするノイズ低減方法である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
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　上記のマトリクス部１３６は、ＩＦＦＴ部１３５Mから送られたステレオ和信号（Ｌ＋
Ｒ）、及び、ＩＦＦＴ部１３５Sから送られた補正差信号ＣＳＴを受ける。そして、マト
リクス部１３６は、ステレオ和信号（Ｌ＋Ｒ）と補正差信号ＣＳＴとを加算し、加算結果
に基づいて、再生用Ｌチャンネル信号ＣＬＤを算出する。また、マトリクス部１３６は、
ステレオ和信号（Ｌ＋Ｒ）から補正差信号ＣＳＴを減算し、減算結果に基づいて、再生用
Ｒチャンネル信号ＣＲＤを算出する。こうして算出された再生用Ｌチャンネル信号ＣＬＤ
は及び再生用Ｒチャンネル信号ＣＲＤは、アナログ処理ユニット１４０へ送られる。すな
わち、マトリクス部１３６は、算出部としての機能を果たすようになっている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　１００Ａ～１００Ｃ　…　放送受信装置
　１２０Ａ，１２０Ｂ　…　受信処理ユニット（受信処理部）
　１３０Ａ，１３０Ｃ　…　ノイズ低減装置
　１３２　　　　　　　…　パワースペクトル算出部
　１３３Ａ，１３３Ｃ　…　重み付け係数生成部（生成部）
　１３４　　　　　　　…　重み付け部
　１３６　　　　　　　…　マトリクス部（算出部）
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